
施設名・電話番号 期日 時間 対象 費用 申し込み

下小出児童館　　　☎027-233-2622
12月6日㈯

午後1時30分 2歳～小6、先着120人
無料

11月22日㈯午前10時30分から
粕川児童館　　　　☎027-285-4000 午後2時 3歳～小6、先着120人 11月22日㈯午前10時から

ふじみじどうかん　☎027-288-2898

12月13日㈯

午後1時 幼児～小6(幼児は保護者同
伴)、先着30人 300円 12月1日㈪から

日吉児童館　　　　☎027-233-5122
午後1時30分

3歳～小6、先着80人
無料

11月22日㈯午前10時から
朝倉児童館　　　　☎027-265-1955

3歳～小6、先着100人
大友児童館　　　　☎027-251-1337 午後2時 11月15日㈯午前10時から

じどうかんアリス　☎027-288-6736 ①12月20日㈯ 
②12月24日㈬ 午前10時30分 ①は小中学生、先着20人 

②は幼児と保護者、 先着30人 各200円 12月1日㈪から

　
前
橋
市
の
優
れ
た
産
品
で
、
地
産
地
消
の

推
進
と
食
の
安
全
・
安
心
の
向
上
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
物
に
認
証

さ
れ
る
「
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
」。
こ
の
認

証
を
希
望
す
る
産
品
を
募
集
し
ま
す
。
認
証

に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
る
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
で
生
産
・
育
成
さ
れ
た
農
林

水
産
物
か
、
原
材
料
に
前
橋
産
農
林
水
産
物

を
使
用
し
原
則
と
し
て
市
内
で
加
工
さ
れ

た
加
工
品
で
、
市
内
で
流
通
・
販
売
さ
れ
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
Ｐ
Ｒ
に
つ
な

が
る
個
性
・
特
長
が
あ
る
な
ど

�
「
赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
証
を
受

け
る
メ
リ
ッ
ト

◦
ま
え
ば
し
赤
城
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
大
会

や
市
内
百
貨
店
な
ど
で
行
う
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
、
試
食
や
即
売
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◦
認
証
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
見
本
市
へ

の
参
加
費
用
や
、
Ｐ
Ｒ
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作

成
費
用
の
補
助
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

◦
認
証
品
一
覧
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ

れ
る
ほ
か
、
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も

認
証
品
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

申
込
書
の
配
布
＝
市
役
所
農
林
課
で
。
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す

申
し
込
み
＝
12
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭
に
申

込
書
に
記
入
し
、
同
課
へ
直
接

　各児童館で下表のとおり市内在住の人を対象にしたクリスマス会を
開催します。
申し込み＝各児童館へ直接

　地域に役立つアイデアを３分間で発表する「手をつなごう地
域・NPO・企業パートナーシップのチャンス！」を開催します。
市民活動の新たな連携・協働のきっかけをつくりませんか。
日時＝11月30日㈰午前10時～正午
会場＝前橋プラザ元気21内51・52学習室

問
い
合
わ
せ
は
　
農
林
課　
☎
０
２
７
―
８
９
８
―
５
８
４
１

問い合わせは　市民活動支援センター　☎027-210-2196

赤
城
の
恵
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
募
集

地域に役立つアイデアを披露

児童館でクリスマス会

リーフレットにも掲載

百貨店で認証品を販売

■児童館クリスマス会

　前橋市の歴史文化遺産を
活用した地域づくりの担い手
となる「前橋学市民学芸員」。
このコーナーでは、すでに開
催された養成講座（第１期）
の内容の一部を紹介します。
　なお今回の講座が第１期
の最終回で、修了者全員に
修了証と認定バッジが贈ら
れました。

問い合わせは
文化国際課  ☎027-898-6992

第
14
回
テ
ー
マ

第
15
回
テ
ー
マ

講
　
師

講
　
師

前
橋
ゆ
か
り
の
画
家
（
美
術
家
）

博
物
館
概
論

川
隅
路
之
助G

allery　
川
隅
俊
郎
さ
ん

元
県
立
歴
史
博
物
館
主
任
専
門
員　
小
山
友
孝
さ
ん

　
色
鮮
や
か
な
絵
と
地
味
な
絵
が
あ
る
と
、

私
た
ち
は
ど
う
し
て
も
鮮
や
か
な
絵
に
目
が

行
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昔
の
絵
は
今
の
絵
と

比
べ
て
地
味
で
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

当
時
の
画
家
の
目
と
、
私
た
ち
の
目
は
同
じ

で
は
な
い
と
感
じ
ま
す
。
昔
の
画
家
は
自
然

　
博
物
館
は
、
歴
史
や
芸
術
、
自
然
科
学
な

ど
の
資
料
の
収
集
や
保
管
、
展
示
を
し
て
い

ま
す
。
保
管
の
際
は
、
資
料
に
付
い
て
い
る

虫
や
カ
ビ
な
ど
を
除
去
。
収
蔵
庫
内
は
板
張

り
で
温
度
は
20
度
、
湿
度
は
60
㌫
に
保
ち
ま

す
。
た
だ
し
、
漆
が
使
わ
れ
て
い
る
美
術
工

芸
品
は
や
や
高
め
の
湿
度
、
逆
に
刀
剣
類
な

ど
は
乾
燥
し
て
い
る
方
が
保
管
に
適
し
て
い

ま
す
。

　
展
示
す
る
と
き
は
展
示
物
に
よ
り
照
明
の

明
る
さ
を
調
整
し
ま
す
。
ま
た
、
資
料
保
護

に
親
し
み
な
が
ら
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

た
と
え
ば
天
井
や
壁
の
高
い
所
に
窓
を
付
け

て
、
そ
こ
か
ら
採
っ
た
自
然
の
光
を
利
用
し

て
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
写
真
に

撮
っ
て
、
そ
れ
を
見
な
が
ら
描
い
た
り
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
備
え
た
ア
ト
リ
エ
で
描
い

た
り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
前
橋
ゆ
か
り
の
画
家
の
中
に
は
、
旧
制
前

橋
中
（
現
在
の
県
立
前
橋
高
）
出
身
者
が
多

く
い
ま
す
が
、
特
に
板
野
栄
一
が
美
術
の
教

諭
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
多
く
の
画
家
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
八
木
淳
一
郎
は
前
橋
中
出
身

の
最
初
の
画
家
で
す
。
明
治
14
年
、
前
橋
に

生
ま
れ
、
前
橋
中
卒
業
後
早
稲
田
大
に
進
み

美
術
を
専
攻
。
昭
和
23
年
に
亡
く
な
る
ま
で
、

前
橋
に
お
け
る
洋
画
家
の
先
駆
者
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。
な
お
、
八
木
は
萩
原
朔
太
郎

の
母
の
い
と
こ
で
あ
り
、
朔
太
郎
と
は
年
齢

が
近
く
二
人
は
か
な
り
親
し
か
っ
た
そ
う
で

す
。

の
観
点
か
ら
展
示
期
間
は
短
い
方
が
好
ま
し

く
、
特
に
絵
画
や
錦
絵
な
ど
は
変
色
を
防
止

す
る
た
め
２
週
間
程
度
で
展
示
替
え
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
照
明
は
紫
外
線

を
放
出
し
な
い
物
を
使
用
し
ま
す
。

　
ど
ん
な
資
料
も
丁
寧
に
取
り
扱
い
ま
す
。

指
紋
を
付
け
な
い
よ
う
に
手
袋
を
着
用
し
た

り
、
反
対
に
滑
ら
な
い
よ
う
に
素
手
で
扱
っ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
絵
画
や
刀
剣
類
な
ど

の
中
に
は
、
息
を
か
け
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク

の
着
用
が
必
要
な
資
料
も
あ
り
ま
す
。

本市ゆかりの画家の作品を紹介する川隅さん

Q.楫取素彦の最初の妻でヒロイン文の姉・寿
ひさ

はどんな人だったの？
A.寿は、吉田松陰の妹で、杉家の次女として生まれます。15歳の
時、24歳の楫取素彦と結婚します。
　群馬県令時代、素彦が公務で不在のときには、寿が素彦に代わっ
て部下に指示を出しました。また、生糸の直輸出販路を開くため渡
米する新井領一郎に、吉田松陰の形見の短刀を差し出し、「この短
刀には兄・松陰の魂が込められています。その魂は、兄の夢だった
太平洋を越えることで安らかに眠ることができるのです」と語っ
て短刀を領一郎に託しました。
　寿は、43歳の時、東京の息子の家で病気のため亡くなります。家
族は群馬にいる素彦に危篤を知らせようとしましたが、寿は「父上
の御用は公務。私の死は私事で、私事のため公務を妨げるのは恐れ
多いことです」と、知らせませんでした。信仰心の厚い寿は、髪を
すいて身を整え、家族に礼を述べ、正座し、念仏を唱えながら往生
したそうです。墓は、東京の青山墓地にあります。

「花燃ゆ」放映決定記念企画

あなたの疑問に答えます！

　平成27年ＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」は、吉田松陰の妹で、初代
群馬県令・楫

か と り も と ひ こ

取素彦の妻となる文
ふみ

が主役です。このコーナーでは、
「花燃ゆ」に関する皆さんの疑問に答えます。

6広報まえばし　平成26年11月15日号7 市役所　〒371-8601大手町二丁目12-1　☎027-224-1111


